
2019年度
（計画）

2020年度
（計画）

〇一体的な支援拠点（ビ
ジネスサポートセン
ター）の設置

市
関係機関
民間

△ ●
甲賀ビジネスサポート
センターが2020年10月
より運営開始。

甲賀ビジネスサポートセン
ターとの連携を深めるととも
に金融機関や関係団体との連
携を模索する。

●

〇計画的な巡回訪問と高
度専門的な窓口相談

市
関係機関
民間

△ ●
甲賀ビジネスサポート
センターが2020年10月
より運営開始。

甲賀ビジネスサポートセン
ターとの連携を深めるととも
に金融機関や関係団体との連
携を模索する。

●

〇専門家派遣制度及び専
門機関による定例相談窓
口の設置

市
関係機関
民間

● →
甲賀市商工会において
取り組み中。

甲賀ビジネスサポートセン
ターとの連携を深めるととも
に金融機関や関係団体との連
携を模索する。

●

〇経営課題解決のための
各種講習会・研修会の開
催

市
関係機関
民間

● →
甲賀市商工会において
取組み中。

甲賀ビジネスサポートセン
ターとの連携を深めるととも
に金融機関や関係団体との連
携を模索する。

→

〇販路開拓支援・事業承
継支援・創業支援

市
関係機関
民間

● →
市、甲賀市商工会にお
いて取組み中。

甲賀ビジネスサポートセン
ターとの連携を深めるととも
に金融機関や関係団体との連
携を模索する。

→

〇各種補助金申請支援及
び融資制度のあっせん

市
関係機関
民間

● →
市、甲賀市商工会にて
取組み中。

甲賀ビジネスサポートセン
ターとの連携を深めるととも
に金融機関や関係団体との連
携を模索する。

→

　①関係機関によ
る一体的な支援拠
点（ビジネスサ
ポートセンター）
の設置・運営

甲賀市商工業振興計画　重点プロジェクト進捗状況について

△検討、●実施、→継続

計画

プロジェクト 主な取り組み内容 実施主体 取組状況・課題等 今後の取組
2020年度
（現状）
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2019年度
（計画）

2020年度
（計画）

計画

プロジェクト 主な取り組み内容 実施主体 取組状況・課題等 今後の取組
2020年度
（現状）

〇高卒人材の市内企業就業支援
市

関係機関
教育機関

△ △ 検討中。
学校や保護者を無理なく巻き込む仕組
みづくりが必要。

△

〇外国人材の確保検討
市

関係機関 △ △ 検討中。
既にノウハウのある企業等の知見を活
かす取組みが必要。

△

〇都市部在住人材のＵＩＪターン
促進

市
関係機関 △ △ 検討中。

都市部在住者と市内の仕事をつなげる
仕組みづくりが必要。

△

〇合同就職面接会による雇用機会
の提供

市
関係機関 ● → 各種JOBフェアを開催。

若者、女性、障害者向けのJOBフェアの
ほか、就職氷河期世代、高齢者向けに
ついても検討。

→

〇インターンシップの活用による
雇用促進

市
関係機関
教育機関
民間

△ △ 検討中。
市内企業と教育機関とのつなげる仕組
みづくりを検討。

△

〇人材育成に関する相談・支援体
制の強化

市
関係機関 ● →

企業における女性活躍の推進
に取組む。

引き続き、市内企業等を巻き込んだ取
組みを継続。

→

〇教育機関との連携検討

市
関係機関
教育機関
民間

△ △ 検討中。 特に市内高等学校との連携を検討。 △

〇ワーク･ライフ･バランスの推進
市

関係機関
民間

● →
市内企業に情報提供、計69社
によりイクボス宣言。

引き続き、市内企業等を巻き込んだ取
組みを継続。

→

〇女性の活躍推進
市

関係機関
民間

● →
女性の働きやすい環境づく
り、就労支援、起業支援に取
組む。

引き続き、市内企業等を巻き込んだ取
組みを継続。

→

②人材の確保と育成支援
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（計画）

2020年度
（計画）

計画

プロジェクト 主な取り組み内容 実施主体 取組状況・課題等 今後の取組
2020年度
（現状）

〇忍者を活用した観光振興の核と
なる観光特別地域プロジェクト

市
関係機関
民間

● →
「甲賀流リアル忍者館（観光
拠点）」2020年11月22日に
オープン。

観光拠点と事業者とのネットワーク形
成を関係団体等との連携を検討。

→

〇公共交通機関の利活用を核とし
た都市機能向上による産業振興プ
ロジェクト

市
関係機関
民間

△ △
貴生川駅周辺の活性化に向け
た構想策定に向けて庁内横断
で取組む

民間企業の巻き込みを進め、プロジェ
クトを掘り起す。

△

〇中山間地域における学校活用プ
ロジェクト

市
関係機関
教育機関
民間

△ ●
山内小学校の民間活用決定。
鮎河小学校の民間活用に向け
て公募に着手。

市内の他の学校についても検討を継
続。

●

〇薬と健康をテーマとした産学官
金連携プロジェクト

市
関係機関
教育機関
民間

△ △
くすり学習館の活用を軸とし
た薬業振興について着手。

教育機関や民間企業、地域を巻き込ん
だコンソーシアムの設立を検討。

△

〇信楽焼を活用した新ビジネス創
出プロジェクト

市
関係機関
教育機関
民間

△ △
ドラマの効果を市内に生み出
す取組みを進める。

信楽焼の地域ブランドの磨き上げに取
り組む。

△

③新産業特区プロジェク
ト
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